












有 里氏 名 田
博士の専攻分野の名称 博士(理学)
学位記番号 第 1 6 763 可Eコ
学位授与年月日 平成 14 年 3 月 25 日


























ために、 3， 3' ジエチニルビナフチルを用いて光学活性ポリインポリマーを合成した。得られたポリマーはその CD




ポリインポリマーの合成を行った。このポリマーは Ru(ill)/Ru( n) の可逆な酸化還元挙動を示すが、ビナフチル
部分で共役が途切れてしまうために金属聞の電気的な相互作用は小さかった。ルテニウム種の酸化還元に伴うらせん
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構造の変化を uv 及び CD スペクトルにより調べた結果、酸化状態ではポリマーはほとんどらせん構造を採らず、
還元することによって再び元のらせん構造にもどることが分かった。
論文審査の結果の要旨
高分子の 2 次構造の制御に有機金属化合物の特徴を取り入れ、らせん構造有機金属高分子の分子設計を行い、ジエ
チニルビナフチル基を白金やパラジウム種と結合させた遷移金属ポリインポリマーを合成し、それらが溶液中でも安
定ならせん状分子として存在していることを種々のスペクトル分析から証明した。また、らせん構造のルテニウムポ
リインポリマーを合成し、ルテニウムのレドックス特性を利用して、酸化・還元による可逆的なコンフォメーション
制御が可能であることも示した。これらの研究成果は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるo
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